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せやまる・ふれあい館

中丸バス停

●アクセス
相鉄本線「三ツ境駅」下車 徒歩約12分
または、三ツ境駅北口より相鉄バスにて
「中丸」バス停下車 徒歩約5分

■横浜市瀬谷区社会福祉協議会
　月～金曜日／8:45～17:15

■瀬谷区ボランティアセンター
　月～土曜日／9:00～17:00

■瀬谷区福祉保健活動拠点「パートナーせや」
　月～土曜日／9:00～21:00　日曜日・祝日／9:00～17:00（年末年始を除く）

●駐車場
26台　※障害者用駐車場2台　
※台数に限りがありますので、できるだけ
　公共交通機関をご利用ください。

　昨年4月から広報委員をさせていただいております。
　社協の方々には日頃より、所属団体の活動を通してお世話になって
いたものの、いざ「社協って？」と聞かれると、うまく説明できず…。
そんな私でしたが広報紙制作に携わり、社協の役割について改めて
知る事ができました。日々の忙しさの中で当たり前に感じてしまって
いる事も、実は支えられて生活できているという事を考えさせられる
良い機会となりました。(堤委員)

この広報紙は、共同募金の配分金
により作成しています。

編 集後 記

委 員 長●水村　明（瀬谷第一地区社協）
副委員長●紅林 千津子（相沢地区民児協）
遠山 丈晴（瀬谷第四地区社協）／飯塚 陵子（ワーカーズわくわく）
堤　順子（瀬谷区発達障害理解啓発グループ ant mama）

広報
委員会

●
横浜市多機能型拠点こまち

瀬谷区社会福祉協議会（社協）  広報紙
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瀬谷区災害ボランティア
センター開設訓練

功労者表彰功労者表彰功労者表彰
令和元年度 全国社会福祉大会

第39回 横浜市社会福祉大会

■厚生労働大臣表彰
　（共同募金運動功労者）
　　諸橋 政治
　（民生委員優良活動団体）
　　細谷戸地区民児協

■厚生労働大臣感謝
　（ボランティア功労団体）
　　音声訳グループつくしの会
■全社協会長表彰
　（民生委員児童委員）
　　福田 愛一郎

■市社会福祉協議会会長表彰
　瀬谷区精神保健家族会あじさいの会／ベンチ／配食サービスたんぽぽの会
　ＮＰＯ法人ともしび 地域活動支援センターともしび／中屋敷地域ケアプラザ

■市社会福祉協議会会長感謝
　歌声ラウンジ宮沢／宮沢配食部会／モボ・モガ喫茶
　ゆうゆうサロン富士見台／三ツ境地区社協

■市長表彰　　阿久和北部お楽しみ食事会／阿久和南部高齢者食事会
　　　　　　　  配食木曜の会／ひよこサロン

令和元年度 瀬谷区社会福祉功労者表彰
赤松 正子／今田 利美／井山　栄／岩崎 則子／岩村 敏子／御邊 道子／河津 玲子
桑原 道子／小柴 喜代司／後藤 正夫／古張 雅江／斎藤 惠美子／齋藤 幸子
三瓶 ゆきえ／塩田 紀子／杉崎 多鶴子／鈴木 孝子／関 千鶴子／武山 照子
田中　博／田村 百合子／鳥羽 久栄／長濱 恵以子／中村 繁子／名取 玲子
野﨑 　子／萩田 千恵子／東　七男／間宮 忠夫／瀬谷第四地区女性のボランティア
はあとの会／ふれあいサロン 左馬／株式会社 佐野銘材／瀬谷区更生保護女性会

第68回 神奈川県社会福祉大会
■県社会福祉協議会会長表彰
　（ボランティア功労団体）
　　瀬谷マジッククラブ／ふれあいサロン下瀬谷
　　ほっとサロンゆうあい／ほっと三ツ境
　（民間社会福祉事業）
　　山田 真喜（軽費老人ホーム睦荘）
　　田中 千枝子（社会福祉法人朋友会）

■県社会福祉協議会会長感謝
　（民生委員児童委員）　松本　孝
　（ボランティア功労団体）
      はあとの会／アイの会／配食サービスたんぽぽの会

■県知事表彰
    （共同募金運動功労者）
　　奥津 敏雄

■県共同募金会会長感謝
    宮本 千秋／富士見自治会

（敬称略）

せやブラスの演奏にせやまるも
遊びにきました

私たちのまち「瀬谷」を
　　みんなでよりよく住みやすく
私たちのまち「瀬谷」を
　　みんなでよりよく住みやすく
私たちのまち「瀬谷」を
　　みんなでよりよく住みやすく

暮らしやすいまちづくりの計画

みんなでつくる みんなのしあわせみんなでつくる みんなのしあわせみんなでつくる みんなのしあわせ
第4期 瀬谷区地域福祉保健計画の基本目標と大切なこと

地域福祉保健計画の目的

基本目標を実現するために大切なこと

　大規模災害が発生した際には、せやまる・
ふれあい館に災害ボランティアセンターが開
設されます。瀬谷区が震度６弱の被災をした
ことを想定し、令和２年１月２５日（土）に開設
訓練が行われました。区内の中学・高校生、地
域の方々等、計４１名がボランティア役として
訓練に参加しました。
　今回の訓練を活かし、瀬谷区災害ボランテ
ィアネットワークと区役所、区社協で発災時に
備えていきます。

　１２月３日～９日の障害者週間に合わせて、令和元年１２月７日（土）にせやま
る・ふれあい祭りが開催されました。オープニングはステップ・イン・ザ・ライフに
よるダンス披露、ランチコンサートは和（なごみ）による和太鼓の演奏とせやブ
ラスによるブラスバンドの演奏がありました。
　その他に、瀬谷区の障害者施設の自主製品の販売、東日本大震災の復興支援
として継続している釜石物産展等が行われました。あいにくのお天気でした
が、昨年を上回る５００名近くの来場者数となりました。
　来年度は令和２年１２月５日（土）に開催予定です。

地域に暮らす誰もが安心して自分らしく健やかに暮らせるように、区民・団体（事業者）・
行政の役割と連携を明確にし、支え合う仕組みをつくること

　今回、第４期計画の基本目標が決定されたことにより、各地区と区全域が基本理念と基本目標を共有し、それぞれ
の地区ごとに計画を策定していきます。これまでの様々な取組の成果を活かし、引き続き推進するため、第３期計画
を活かしながら作成していきます。
　地区別計画の策定・推進については、その地区の特性や資源を活かしながら、その地区に暮らす多くの方が参画す
ることが大切になります。

　瀬谷区地域福祉保健計画は地域福祉の推進のため、１期５年で、区や各地区ごとに目標を策定し、進められています。
現在は第３期目で、令和３年度からの第４期を迎えるにあたり、第３期の振り返りが各地区で行われています。
　みなさんの地域では高齢者やこどもたちの見守り、また支え合いのしくみづくりなどがいろいろなグループや団体で
進められていることと思います。みんなが気持ちよ
く住み続けるためにはどのようなことが必要と感じ
ていますか？福祉というと堅苦しく考える方も多い
かと思いますが、自治会町内会などの行事も住みよ
いまちづくりの大きな力です。みなさんの声を各地
区の社会福祉協議会にお届けください。そしてあな
たの参加もお待ちしています。
　みんなで私たちのまちを見直し、住みよいまちづ
くりを進めていきましょう。

令和元年11月22日（金）

令和元年10月29日（火）

令和元年10月18日（金） 令和元年10月30日（水）

せやまる・ふれあい祭りせやまる・ふれあい祭りせやまる・ふれあい祭り

“おたがいさま”で支え合う地域づくり
健康でいきいきと暮らせる地域づくり
誰もが活躍できる地域づくり

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

❶ 一人ひとりの個性を尊重する意識づくり
❷ 健やかにこどもが育つ環境づくり
❸ 幅広い世代や多様な人が安心できる居場所づくり

❹ 連携を深めつながりを強化するネットワークづくり
❺ 必要な人に必要な支援が届くしくみづくり

基本
理念

基本
目標

2020.3.19
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第４期瀬谷区地域福祉保健計画の「基本理念」と「基本目標」が決定しました

各地区で３期計画の振り返りが行われています

宮沢地区「地域づくり塾」 阿久和南部地区地域福祉保健計画推進委員会



区内の活動の
一例です

各種募金のご協力状況令和元年度

賛助会費納入協力状況報告

神奈川県共同募金会瀬谷区支会

ご協力ありがとう
ございました。

※平成30年度実績については平成31年1月末日現在、令和元年度実績については令和2年1月末日現在の実績です。

日本赤十字社瀬谷区地区委員会

●賛助会費とは●
　賛助会費は、瀬谷区内の地区社会福祉協議会と地域福祉活
動団体の運営を支援するために、地区社協へ５５％の還元、
ふれあい助成金の財源として活用しています。
●賛助会員とは●
　本会の実施する事業に対して、ご賛同いただき、１年ごとに
会員という形で地域の福祉活動を財政面で支えていただく
世帯・個人・法人・団体の方々のことです。

●賛助会費の種類●

　地域の皆様の善意に基づ
く金銭・物品をお預かりし、
必要とされる方々に配分す
る仕組みで、銀行の機能に
なぞらえて「善意銀行」と呼
んでいます。

世帯賛助会費
法人・個人会費

合計

5,921,580円（昨年度  6,076,075円）
470,000円（昨年度  　415,000円）

6,391,580円（昨年度  6,491,075円）

赤い羽根共同募金

会　費

合計

年末たすけあい募金

＜令和元度実績＞

8,187,135円 7,654,451円
1,800,303円 1,959,666円
9,987,438円 9,614,117円

＜平成30年度実績＞

＜令和元年度実績＞

6,013,183円 6,138,124円
＜平成30年度実績＞ ＜令和元年度実績＞

895,723円 503,964円
＜平成30年度実績＞

善意銀行とは善意銀行とは

※賛助会費は確定申告の際、寄付金控除の対象となります。

（順不同・敬称略）法人賛助会費にご協力いただいた皆様

障害者や高齢者、小さいお子様さん連れの方などの外出を応援！！

出掛けたときの
トイレが心配で、
外出をためらって
しまうのよね

福祉施設のない地域は、
企業が協力しますよ!!

こんな想いから、せやトイレマップは、区内の福祉施設、企業や教会に協力して
いただき作成しました。散歩のときなど気軽にお立ち寄りください。

瀬谷区社会福祉協議会にて配布中（連絡先は４面参照）※ホームページからもダウンロードできます。

誰もが安心して
外出できるように、
設備の整った福祉施設の
トイレを活用して
ほしいわ！

せや『トイレマップ』を作成しました！！せや『トイレマップ』を作成しました！！せや『トイレマップ』を作成しました！！

令和2年1月末日現在

2 3

善意銀行

●昭和工業（株）　●（株）浅川建設　●相原造園土木（株）　●川合機工（株）
●（有）橋田商事　●クローバ（株）　●（有）河本工業　●（学）愛光学園
●（株）ジャパンダットサンサービス　●（有）カネココンストラクション
●（有）上越建設　●横浜市瀬谷区医師会　●（株）アイシマ　●（株）アアム　
●NPO法人 ワーカーズわくわく　●（株）シーケン　●（有）ラ・シード
●イシケンスポーツ 瀬谷店　●共同建工（株）　●（株）日生設備
●（有）一里山ゴルフセンター　●医療法人社団 碧波会　●三ツ境交通（有）　　
●（株）松下コンクリート建材　●税理士法人TMP　●（株）エムテック松崎
●（株）シンヨー・エーブイ・センター　●（有）山百合商事　●（株）谷村工務店
●まこと幼稚園　●東都造園（株）　●（株）伸和　●（株）佐川商事
●（有）平本ビル　●（株）連合社印刷　●（有）第一産業　●（株）白光社
●瀬谷交通（有）　●日栄建設（株）　●（有）福館設備工業所　●（有）忍興産
●平田自動車工業（株）　●（株）リビングタナカ　●（有）小林鉄筋工業所
●（株）三ツ境生花園　●（株）カナコン　●曙工業（株）　●（福）愛光会
●（株）岩本工業　●医療法人産育会 堀病院

日本赤十字社
瀬谷区地区委員会
災害義援金

●令和元年８月豪雨災害義援金
●令和元年台風第１５号千葉県災害義援金
●令和元年台風第１５号東京都災害義援金
●京都府京都市伏見区で発生した放火事件に係る被害者義援金
●令和元年台風第１９号災害義援金

6件
7件
2件
1件
12件

108,700円 
83,265円 
13,000円 
10,000円 
139,926円 

令和元年9月2日～令和2年2月28日
令和元年9月18日～令和2年3月31日
令和元年9月30日～令和2年2月29日
令和元年9月9日～令和元年10月31日
令和元年10月17日～令和2年1月31日

＜義援金名＞                                                     ＜件数＞       ＜金額＞　　　  ＜受付期間＞

28件  354,891円
★義援金は、全額を被災地の自治体にお送りし、市町村を通じて被災した方に届けられます。

瀬谷第一地区「習字教室」 瀬谷第四地区「よんたくん広場」三ツ境地区「こどもの居場所」

子どもは地域の宝物子どもは地域の宝物子どもは地域の宝物

　令和元年１２月１９日（木）に、学齢期のこどもたちの居場所について実践例を通
して考えていく講演会を開催しました。瀬谷区内でプレイパークや子ども食堂、学
習支援の場やカレーパーティーなどの取組が立ち上がってきた中で、既存の団体
にはエールとなるような、これから活動される方にはハートに火をつけるような
講演会ができればと企画しました。
　もともと９月に予定していましたが、台風１5号の影響による交通マヒで中止に。
しかし、「かならず再企画してほしい」という熱いお声をいただき、会場となる区
役所、そして講師の方にもお忙しい中を尽力いただいての開催となりました。
　当日は地域の方や子育て支援にかかわる方をはじめ５３名の参加をいただき、ほかに区役所職員も多数聴講されまし
た。西部学校教育事務所から見たこどもたちの現状報告、瀬谷区内でのこども食堂ラッキーの事例紹介につづき、講演
は原小学校出身、現在は豊島区で学習支援等に携わる弁護士の谷口太規氏に行っていただきました。安心してこどもた
ちだけで過ごせる場所、引きこもりや課題を抱えていてもいなくても、気軽に立ち寄れる場所について、またそこを見守
る大人や支えあう環境づくりについて、瀬谷区で何ができていて何が現在足りないか？講義を座って聞くというより参加
者の声をその都度ききながらの進行で、２時間があっという間に過ぎました。
　今後、この機運を講演会だけで終わらせないために、区社協では「瀬谷区こどもの居場所円卓会議」を企画しました。
ボランティア団体や地域団体の方、ケアプラザや子育て支援に関わるＮＰＯの方等と一緒に、瀬谷の今のこどもひとりひ
とりの困りごとや嬉しい成長をわかちあったり、いいアイディアは共有しあったりできるような、ネットワークを組んでい
く予定です。こどもは地域の宝物、今後も瀬谷区のすべてのこどもたちが、のびのび遊んで成長できるような地域づくり
を目指していきます。

●地域でこどもを支援する方々の思いが強く伝わってきた。
　こどもたちの現状を知り、自分自身にも何かできることは
　ないか考えさせられました。

●小さな取組が人と人がつながって大きな取組になっていく。そして支える
　人も支えられる人も両者にとっての幸せにつながることがわかりました。

●今自分が担当しているエリアでもまさに必要とされて
　いる仕組みづくりの話をたくさん聞けました。
　また、今すでに行われているこどもの居場所に必要な
　ことのヒントが一杯ありました。

●きっかけは小さなこと、小さなアクション
　から始めるとの言葉がよかった。もしかし
　て自分でもできるかも？ と感じた。

ほのぼのせや広報委員の
講演会リポート

「瀬谷区から発信！ こどもの居場所を考える」
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「
い
ざ
」と
い
う
と
き

持
っ
て
て
安
心

横浜市瀬谷区社会福祉協議会社会福祉施設分科会

受講者の感想

講演会

講師の谷口太規氏

世帯賛助会費（１口1,000円）  法人賛助会費（1口5,000円）
　個人の方を対象とした世帯賛助会費については、毎年7月
から各自治会・町内会の皆様のご協力のもと、とりまとめてい
ただいています。

たにぐち  もとき

たにぐち   もとき
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